
様式第３号（第１２条関係） 

審議会等の会議の記録 

会議の名称 人権教育・啓発の推進に関する伊勢崎市基本計画推進協議会 

開催日時 令和３年７月２６日（月）午前１０時から 

開催場所 市役所東館５階第１会議室 

出席者氏名 

【委員】 

細井会長、髙橋副会長、吉田委員、阿佐見委員、竹田委員、中田委員、設楽委員、

行方委員、栗原委員、菊池委員、飯島委員 

【事務局】 

田部井市民部長、丸橋市民部副部長、太田人権課長、原人権啓発係長、小野里主任、

羽生田人権啓発指導員 

【担当課職員】 

定形職員課長、福田市民活動課長、藤生国際課長、国定健康づくり課長、大森子育

て支援課長、新井障害福祉課長、小暮高齢政策課長、柿沼地域包括支援センター所

長、矢内消防本部総務課長、小此木経営企画部総務課長、斎藤教育部総務課長、猪

野学校教育課長、新井生涯学習課長 

傍聴人数 ０名 

会議の議題 
１ 令和２年度推進状況報告・令和３年度事業計画について 

２ その他 

会議資料の内容 

１ 令和２年度推進状況報告・令和３年度事業計画 

２ 令和３年度事業計画パワーポイント資料 

３ 事前質問一覧表 

４ 第２次人権教育・啓発の推進に関する伊勢崎市基本計画書 

 

 

 

 

 

会議における議

事の経過及び発

言の要旨 

 

 

 

 

【人権教育・啓発の推進に関する伊勢崎市基本計画推進協議会】 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１） 令和２年度推進状況報告・令和３年度事業計画について 

事務局から令和２年度推進状況報告・令和３年度事業計画に関する主

要な事業と今後の取り組みについて説明があり、事前に提出された意見

への回答及びその他質疑応答が行われました。 

        

（意見等の概要） 

（事前質問）「担当者記述欄について、令和２年度、３年度共同じ内容であり、成

果や反省、課題が見えない。数値化、見える化の工夫を入れると良い
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と思います。」 

 

（委 員）２年度も３年度も同じ内容ですが、こういった書き方が市の文章なので

しょうか。 

 

（事務局）第２次計画が平成２７年から令和６年までとなっており、この１０年間

は同じ課題に対し取り組んでいく形になります。そのため、内容の重複

は発生しますが、ご指摘のとおり成果や反省、課題が見やすくなるよ

う、来年度に向け工夫をしたいと考えております。 

 

（委 員）実施件数や目標など見える化について、お願いしたいと思います。 

 

（会 長）ご指摘はその通りだと思います。ただ、課題のすべてを数値化していく

ことは難しいと思いますので、年度ごとに各課が重点施策を数値化す

るなど工夫をお願いいたします。 

 

（事前質問）「多様な人々が暮らす伊勢崎市にて共生社会を進めていく必要性があ

ります。R3事業から職員や各関係者、教職員等の研修に障害平等研

修（DET）は適していると考えます。様々な課題があるが、根本的原

因の一つは「心のバリア」です。そのバリアを作り出している原因を

理解することで解決に結びつきますのでぜひ DETを取り入れ、人権

教育・啓発の推進をお願い致します。」 

 

（委 員）障害平等研修と聞いて障害者が思い浮かんだ方には、ぜひ受けていただ

きたいと思います。DETは、問題に対する原因・課題を見つけ、話し

合い解決策を見つけていく研修で、多様な人々が住みやすいまちを作

るために適しています。多くの方に受けていただき、自分たちで住みや

すいまちにし、そして次の世代に渡すという流れを作っていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（事務局）平成２９年度に関係団体にて DETを実施した経緯があります。今年度 

はすでに事業が開始されているため、すぐに DETを取り入れるという

ことは難しい状況です。来年度以降の選択肢の１つとさせていただき

たいと思います。 

 

（委 員）DETは、何の略称ですか。 

 

（委 員）Disability（障害）Equality（平等）Training（研修）の頭文字です。

３０年ほど前にイギリスで始まった研修です。 
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（会 長）補足ですが、目隠し等の体験より、当事者から直接お話を聞く方が早い

ようです。話を聞くだけで終わらず、そこから始める方向を加味してい

ただけるとよいかと思います。 

 

―事前質問終了― 

 

（委 員）ヤングケアラーは、計画に含まれますか。 

 

（会 長）ヤングケアラーについて、何らかの情報があればお願いします。 

 

（担当課）学校では、いじめも含めて子どもの悩みに関わるアンケートを実施して

います。ヤングケアラーに特化はしていませんが、家庭と連携しながら

対応しております。 

 

（担当課）ヤングケアラーについては最近言葉自体が注目され始めたため、これか

ら国の調査や支援策を注視していく状況です。まずは言葉を広めてい

く段階かと考えております。 

 

（委 員）ひとつの課では解決できないことなので、学校教育や子ども関係を含め

て、大きく取り組んでいただきたいと思います。 

 

（会 長）先進国では、家族が高齢者介護を行うことは極めて稀です。ヤングケア

ラーは子どもがやらざるを得ない状況をつくってしまう児童虐待のひ

とつだと理解しながら動いていかなければならないと思います。 

 

（委 員）コロナ禍において、児童虐待や DV が増加しているデータがあればお

示しいただきたいと思います。また、学校での教育以外でのタブレット

利用状況について質問いたします。 

 

（担当課）手元にデータがございませんので正確にはお答えできませんが、要保護

児童対策協議会にて実務者会議や個別会議により、支援を検討してま

いります。 

 

（担当課）虐待について、学校では疑わしきは通告・連絡としております。昨年度

はコロナ禍ですので多くの学校で家庭訪問を行ってませんが、今年度

は保護者あるいは子どもも一緒に学校にて面談を行っている現状で

す。タブレットについては導入されたところですので、少しずつ利用を

進めていくところでございます。 

 

（委 員）外国人の子どもへの虐待件数が多いと聞いていますが、いかがですか。 



 

（担当課）数字はお答えできませんが、個人の見解では目立っているかと思いま

す。 

 

（会 長）機会を改めてデータを出していただけるようお願いいたします。 

 

（事務局）DV件数について報告いたします。延べ件数は、令和元年度は１１３件、

令和２年度は１３４件です。実人数は、令和元年度は９６人、令和２年

度は１１７人です。 

 

（会 長）虐待・DVの通報件数は増加していますが、すべてに事件性があるわけ

ではないため、虐待・DV自体が激増しているわけではありません。た

だ、先ほどの当事者からの相談件数の増加は別問題かと思います。ま

た、外国人の話が出ましたが、キリスト教徒にとって当たり前の食事前

のお祈りのタイミングが、日本の学校にはないため悩んでいた子ども

がいます。揃って「いただきます」をするとその後にお祈りをするタイ

ミングがとれず、神様に対し悪いことをしていると悩んでしまうので

す。タイミングについてご配慮いただくよう、検討いただけるとありが

たいかと思います。 

 

（会 長）ご議論いただきましたが、計画自体は修正なしでよろしいですか。 

 

（委員了承） 

 

（会 長）では、令和２年度推進状況報告・令和３年度事業計画については、ご決

定をいただきましたので、この通り進めさせていただきます。 

 

（２） その他 

     事務局から、人権のまちづくり講演会のオンライン開催について、案内

を行いました。 

 

４ 閉会 

 

 


